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縁側  畳屋兄ちゃんの 世間話 

   「原点を知る」そんなキーワードが多かった。 

吹田メイシアターにて、憲法学者で明治天皇の玄孫、竹田恒泰氏の講演 

を、吹田商工会議所の公開例会で聞くことが出来ました。 

世界各国で「建国」を語れないのは日本人ぐらいのもので、他国では 

誰に聞いても答える事が出来る、日本はなぜできないのか？ 

答えは簡単、学校で教えていないからだそうです。 

夏の電力不足は、知る事で解決します。 

「コンバインドサイクル火力発電」 

原発は動いていない、旧型の約３倍の電力を生む新型火力発電システムを早

く導入すれば、「トイレの無いマンション」と言われる原発などいらない。 

日本の凄さは日本人が一番知らない！竹田氏のお話は参考になりました。 

 

熊本県八代市へ、イ草農家体験に２泊３日で行ってきました。 

今が丁度イ草の刈取り時期で、早朝４時から夕方６時まで、長靴を履いて 

頑張りました。↙ 刈ったばかりのイ草を持った写真（裏面につづく） 

          

         国産イ草農家の現状は、畳店の現状と類似していた。 

         労働に対する対価の低さが、設備の維持や後継者への 

         バトンタッチに歯止めをかけ続け、「使命感」のような 

         もので何とか維持しているのが現状だ。 

         一部の元気な経営者を除けば、惰性だけで続けている 

         農家＆畳店が多いこの業界、何とかせねば！！ 

畳屋道場 元トラック運転手の 独立開業談話 

２００８年１０月「経営塾」を無事に卒業しまして「経営理念」という目指す 

べき方角が決まり、次年度の方針を立て終えた。 

                     自分の考えや大切にしたい事、それらを 

紙に書いて発表する事により、自分を 

客観視して分析する事が出来る。 

自分だけで抱え込まず、周囲に助けて 

もらう術を知ることが出来ました。 

１１月、４つ年上の兄から電話が入り、母の居る病院へ行くことになった。 

１０年間闘病していた母が息を引き取った。 

思えば畳屋に転職して１０年、母の闘病も同じく１０年、母が病気をしなければ 

私は親孝行をしたのであろうか？独立開業した時、ずっと集中治療室に居た母が 

奇跡的に普通の病棟に戻ることが出来た、母親として息子を応援しなければ！と思

ったかどうかは分からない。個人のお客さんから注文が入ったとき、病院へ喜び勇ん

で報告に行った、いろんな事が走馬灯のように駆け巡った。 

独立開業して１１か月、悲しんではいられない．．．成功して安心してもらわなければ！ 

開業元年の１１月は一番の売り上げと個客数になった。            つづく 

         畳屋兄ちゃんからお知らせ 

夏休みの工作に「ミニ畳作り」はいかがでしょうか？同時に５名程なら対応できます。 

手ぶらで来ていただいて、約１０～２０分で作ることが出来ます。 

突然来てもらっても良いのですが、対応できない場合が有るので↓ 

７／２６（土）８／１（金）８／２０（水） 

９時～ １０時～ １３時～ １４時～ 

○来る日時を事前に相談して頂けると助かります 



オリジナルキャラ猫田畳店一家 

 

 

 

 

イ草を刈取り、泥染をして、乾燥させて 

袋に入れて、保存出荷する。その繰り返し 

なのですが、とても粘り強い根気が必要とされる仕事 

だと感じました。イ草を刈った後は、土を耕してすぐに 

稲を植えて秋には収穫、土壌のペーハーを保つ為に 

行うそうです。どれだけ頑張って育て上げても天候でダメになる年も有るので農家は 

大変な苦労をされています。前に増して国産を買い支えねばと思いました。 

 

            関西大学の政策創造学部から、ＦＭ千里の  

            取材者として学生さんが弊社に来店されました。 

            地域とのつながりを大切に 

            している会社への取材と 

言うことで、吹田サンクスにある「５００縁ショップ」 

ＯＮＥ Ｊapan に行った後、そこの店主の紹介で ウチの店に来られたので、 

いくつかの取材に答えた後、せっかくなのでミニ畳を作って帰ってもらいました。 

 

   ←吹田市のゆるキャラ       ↓畳を替えて下さったお客様宅で 

「すいたん」から名刺を頂きました。   オムライスパーティーをひらいて              

     すいたんの手は丸いので、もらった    もらいました(^^)/おいしかった！ 

   名刺はクチャクチャな状態でした（笑） 

畳屋さんの陰仕事    その四 二帖
に じ ょ う

台
だい

 

 有職
ゆ う そ く

畳
たたみ

 陰仕事とは言えませんが．．． 

と呼ばれる特殊な畳、神社や寺院などで調度具として 

使われている畳、フチや厚みも様々で、全てが手作業 

で縫い付けられます。 

今回のものはお客様が持ち込んでこられた品物で、 

表とフチを新しくしてほしいと注文が入り、きれいに 

土台からフチと表を外して、純綿の紋ベリを新しい 

畳表に縫い付けました。特殊な「曲げ針」を使い 

ながら、角っこの紋を丁寧に縫い合わせます。 

畳二帖分の厚みなので二帖台という名前です。 

ゴトーたたみ製作所 経営理念 

私達は、人 環境に優しい畳を住まいに取り入れる事によって、健康な未来

を約束します。 

 

私達は、畳という伝統に創造を加える事により、和の使者となって、最も身近

にある幸福と安らぎの空間を提供し、和職派の推進に努めます。 

 

私達は、陽だまりのように温かい経営を通じて、元気で明るい社会と未来を、 

地域の方々と共に育みます。 

ゴトーたたみ製作所  後藤 孝雄 


